
せず(スリープ)、スイッチの状態を読み込まないようにしてやり
ます。回路では、コンデンサを使用して電圧の変化を緩やかに
して、シュミットトリガを使用して2値化する方法があります。

事例-3 LEDを点灯させようとしたら壊れた
　規定以上の電流が流れています。LEDは電流を流すことで
点灯しますが、その上限値が決まっており、超えると壊れます。
また、ラズパイなどのデジタル出力でも、流せる電流値の上限
が決まっていますので、誤るとボードを壊してしまうので注意が
必要です。（他にダンピング抵抗、ファンアウトにも注意）
　部品のデータシートから流せる電流値を確認し、適切な電流
制限用抵抗を挿入します。

事例-4 スイッチを押してからの動作が遅い、ばらつく
　スイッチ押下時には、プログラムは他の処理をしていて、押
下を認識するまでに時間がかかっているためです。プログラム
は、逐次処理という予め決められた順序で動作しているため、
沢山の処理を行っているプログラムでは順番が回ってこずに
遅延が発生します。
　この遅延を回避するためには、ハードウェア割込みを利用しま
す。実行中のプログラムを一旦中断し、割込み要因に基づいたプ
ログラムへ一時的に移し処理を行います。また、複数の処理を並
行動作させるリアルタイムOSを利用する方法があります。
　
　以上、原因と解決策の概要を説明しましたが、太字で強調し
たキーワードをベースに理解を深めていただければ、さらにノ
ウハウが学べるでしょう。また、トラブルが解決できないなどの
お困りごとがありましたら、お気軽に当センターまでご相談く
ださい。
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ＩｏＴでトラブらないための話
ＩｏＴ初心者が直面するトラブルの原因とその解決策です

技術
センターから

　最近、ArduinoやRaspberry 
Pi（ラズパイ）といったワンボー
ドマイコン・コンピュータを利用
することで、少し勉強すれば電
気に詳しくない人でも簡単に電
子工作ができる環境が整ってい
ます。例えば、工場内の温度を計測し表示したり、人感センサと
LEDランプを組み合わせることで人が近づくとイルミネーショ
ンが光り人の接近を知らせるなど自動化・省力化が行えます。
　このように工場・オフィス内のIoT化や開発を進められている
中で、実際に発生したトラブル事例等を紹介しながら、IoT初心
者が気をつけるポイントについて説明します。

事例-1 スイッチを押していないのにON状態となった
　スイッチがOFF時に、デジタル入力が開放状態となっている
と、周囲の雑音などによって値が安定しないためです。
　そこでプルアップ又はプルダウンと呼ばれる方法を利用し
て、スイッチがOFFの状態でも値が安定するように回路を工夫
します。また、使用しないデジタル入力も同様に雑音の影響を
受けないようにプルダウンしておきます。

事例-2 スイッチを1回押したが、数回押した状態となった
　チャタリングと呼ばれる現象が発生しています。スイッチは
機械的なバネでできており、スイッチをONにした時、ONと
OFFをごく短時間繰り返しています。人間にとっては分からな
いほどの短時間ですが、電子回路上ではONとOFFを繰り返し
ていると判断しています。
　チャタリングを回避するには、プログラム(ソフトウェア)で対
処する方法と、回路(ハードウェア)で緩和する方法があります。
プログラムでは、スイッチのONを検知したら、一定時間、何も

後期セミナーについて
　前期は全７回でじっくりとプログラミングと電子工作を学び
ました。後期はなかなか全７回の参加は難しいという方にもご
参加いただきやすいように、全４回の凝縮版になります！
　よりスピード感をもったIoT実習になります。この機会に
IoTの第一歩を踏み出してみたい方のご参加をお待ちしてお
ります。
　時期は１１月上旬からの開催を予定しております。
　詳細はQRコードから当センターのWebサイトにアクセスを！

IoT実習セミナー（ラズパイ編）後期を
ぜひ受けていただきたい人
　□新しいことに挑戦するのが好きな人
　□わからないことは自分でも調べるのが好きな人
　□職場の課題をなんとかしたいと思っている人
　□ちょっと工夫してみたり、試してみたりするのが好きな人
　□宿題があっても大丈夫な人
　□あわてず自分のペースでコツコツ進められる人
　□夏休みの自由工作を頑張ってた人
　□新しい知識を周りに話すのが好きな人
　□面白そうなことが好きな人
　□ものを作るのが好きな人
5つ以上あてはまる人。セミナー受講者適正◎です！
●後期セミナーの受講申し込みは、Webサイトからお願いします。

ＩｏＴ実習セミナー（ラズパイ編）
IoTのはじめの一歩を踏み出そう！

技術
センターから

　IoT【Internet of Things】はあらゆるモノをインターネット
につないで、省力化、自動化、さらには最適化や新しい価値を生
み出す取り組みです。

【IoTでできること】
　①見える化 ⇒ 遠隔計測、データの取得・蓄積
　②制御 ⇒ 遠隔操作、自動制御
　③最適化 ⇒ 自動運転、効率改善の自動化

　本誌p17-18『身近で活用できるデータサイエンスとは』の
記事では『蓄積したデータ』をうまく使ってビジネスに生かす技
術について紹介されています。PCに保存された販売実績の
データを使って需要予測に使うのは有効です。
　それでは、次、工場の効率化に取り組もうと考えたときに、工
場内での機械運転状況や人の動き、環境の情報をデータ化す
るには大変な労力が必要でビジネスに生かせるレベルのデー
タを人力で蓄積することは難しいのが現実ではないでしょうか。

　当センターが主催するIoT実習セミナー（ラズパイ編）では、
これからIoTに取り組みたいと考えている企業の方を対象に初
歩的なプログラミング、電子工作を学びながらIoTの第一歩を
踏み出すための実習に挑戦していただきます。
　それぞれのセミナーに参加された方が自社に合ったやり方
でIoTの中でも『見える化』や『制御』が必要な取り組みに生か
していただき、『データサイエンス』のような別の武器とも組み
合わせ、工夫されることでビジネスの活性化、効率化につなが
ることを期待しています。

前期セミナーの内容紹介
　舞鶴高専の町田秀和先生の指導の下、ラズパイを用いて
Python（パイソン）でのプログラミングと電子工作の実習を行い
ました。また、具体的なIoTの活用事例を紹介いただきました。

●QRコードでIoT！？
●詳しい実習内容は？
●スマホでアクセス！！


